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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
将来の分子エレクトロニクスにおける物質・デバイス開発の方向性を明確にすることが期待される、

分子性導体のπ電子物性に関する研究である。当初計画したすべての項目で、顕著な進展があったとは

言い難い点もあるが、ディラック電子の物性研究における量子ホール効果の発見等のように突出して顕

著な成果も見られ、また初期計画にはなかった光電子分光実験によるフェルミ端の発見や電場誘起超伝

導の発見等、想定外の成果と研究の広がりが実現されている。成果は世界的レベルの学術雑誌等に発表

されている。複数の若手連携研究者が外部組織に転出して、研究協力体制が広がりを見せている点も評

価できる。 
 


